
2026 年度 第 1 回 順天堂大学医学部附属順天堂医院 

医療安全に関する外部監査委員会 実施報告書 
 

日   時：2026 年 8 月 25 日（火） 16：00～18：00 

場   所：D 棟 7 階会議室 

外 部 委 員：世川 修  委員長（東京女子医科大学 医療安全・危機管理部 医療安全啓発副センター長） 

 新井 悟  委員 （医療法人社団三成会河北前田病院 院長） 

 蒔田 覚  委員 （蒔田法律事務所 所属弁護士） 

 新宅 正明 委員 （株式会社ファーストリテイリング 社外取締役） 

 内田 都  委員 （学校法人早稲田医療学園人間総合科学大学 教授 ※書面での出席） 

対 応 者：山路 健   院長 

 齋浦 明夫  医療安全担当副院長、医療安全推進部長、医療安全管理責任者 

 唐島 孝彰  事務部長 

 金城 直樹  医薬品安全管理責任者 

 中村 昭也  医療機器安全管理責任者 

 木暮 陽介  医療放射線安全管理責任者 

 髙橋 幸子  看護部 看護安全管理課長 

 鈴木 靖夫  法務・コンプライアンス室課長補佐 

 髙木 辰哉  医療安全機能管理室長 

 山本 宗孝  医療安全機能管理室副室長 

 髙橋 智子  医療安全管理者、医療安全管理部門専従看護師 

 鈴木 麻衣  医療安全管理部門兼任室員、総合診療科医師 

 仙波 遼子  医療安全管理部門兼任室員、乳腺科医師 

 松本 雅弘  医療安全管理部門専従薬剤師 

 分須 成美  医療安全管理部門専従看護師 

 瀧澤 光   医療安全管理部門専従看護師 

 中村 裕樹  医療安全管理部門兼任室員、臨床検査技師 

 古田島 正樹 医療安全管理部門兼任室員、臨床工学技士 

 野口 佳美  医療安全管理部門兼任室員、薬剤師 

 榎本 晃宏  医療安全管理部門専従事務員 

 南里 美咲  医療安全管理部門専従事務員 
  

議事内容： 

1. 開会の辞  

2. 業務状況報告 

1) 前回監査指摘事項に関する報告  

2) 医療安全管理責任者業務状況報告（2025 年度）  

3) 医療安全管理部門業務状況報告（同上）  

4) 医療安全管理委員会業務状況報告（同上）  

5) 高難度新規医療技術、未承認新規医薬品等実施状況報告（2025 年 10 月～2026 年 3 月）  

6) 医薬品安全管理責任者業務状況報告（同上）  

7) 医療機器安全管理責任者業務状況報告（同上）  

8) 医療放射線安全管理責任者業務状況報告（同上） 

9) 医療安全管理部門における 2025 年度に関する報告・2026 年度の目標 

3. 監査委員の講評および質疑 

4. 閉会の辞



委員会内容： 

➢ 2025 年度全体および 2025 年度下半期（10～3 月）業務状況の確認 

以下内容について、書面および口頭で業務状況の確認をした。 

⚫ 前回監査指摘事項に関する報告 

⚫ 医療安全管理責任者業務状況報告（2025 年度）  

⚫ 医療安全管理部門業務状況報告（同上） 

① 職種別インシデント報告状況 

② レベル別インシデント報告状況 

③ レベル 3b 以上のインシデント発生状況 

④ インシデント発生内容別状況（全体、3a 以下、3b 以上） 

⑤ 警鐘事例発生状況 

⑥ SE 対策委員会・医療安全症例検討会開催状況 

⑦ カテゴリー別死亡事例発生状況 

⑧ 医療安全に資するモニタリング：外来患者転倒転落発生率、患者識別実施率 

⑨ リスクマネジメントニュースレター配付状況 

⑩ 医療安全に関する研修実施状況 

⑪ 日本医療機能評価機構報告状況 

⑫ RM 小委員会活動状況 

⑬ 医療安全ラウンド実施状況 

⑭ 医療安全に係わる他施設との連携状況 

⑮ 職員への医療安全に関する指導・周知の実施状況 

⚫ 医療安全管理委員会業務状況報告（同上）  

① 出席状況 

② 委員会構成員によるラウンド実施状況 

⚫ 高難度新規医療技術、未承認新規医薬品等実施状況報告（2025 年 10 月～2026 年 3 月）  

⚫ 医薬品安全管理責任者業務状況報告（同上）  

⚫ 医療機器安全管理責任者業務状況報告（同上）  

⚫ 医療放射線安全管理責任者業務状況報告（同上） 

⚫ 医療安全管理部門における 2025 年度目標に関する報告・2026 年度の目標 

  



➢ 監査結果 

 前回指摘事項に対する改善状況 

1. 医薬品・医療機器・医療放射線安全管理責任者の業務内容・役割・課題等 

各安全管理業務責任者としての役割、医療安全管理部門との連携、抱えている課題および改善し

た課題について確認した。 

各責任者として概ね適切に業務が遂行されていた。 

医薬品安全管理業務責任者の役割として、発信した情報に対する周知状況を確認する方法を検討

いただきたい。医療機器安全管理責任者の役割として、医療機器の保守点検に関する計画の策定

時に不十分な点が見受けられるため、改善策を検討いただきたい。 
 

2. 身体拘束の解除に際しての評価方法 

身体拘束の解除に際しての評価方法について確認した。 

身体拘束の解除を検討するにあたり、毎日、2 人以上の医療者で①患者の状態のアセスメント、

②身体拘束以外の対策の検討、③3 要件（切迫性・非代替性・一時性）の充足状況の確認を行い、

診療録に記載されていた。 

今後、薬剤的拘束に関する対応について、ガイドラインの改訂が望ましい。 

また、実施する身体拘束最小化に関する取り組みについて、病院ホームページへ掲載する等、患

者・家族へ広く周知する方法についても検討いただきたい。 
 

 評価すべき点 

1. Good Job 報告を詳細に分析し、病院全体へ周知することで、さらなる Good Job 報告へつなげ、

医療安全文化の醸成が促されている。 

2. シリンジポンプのプログラムや閉鎖病棟浴室の改修等、職員個人の責任に帰することなく、病院

全体のシステム・構造の改善を図っている。 

3. インシデントレベル 3b 以上の自主報告件数の割合が経年的に増加している。 

 

 改善すべき点（指摘事項） 

1. 前回指摘事項における改善すべき点 

➢ 医薬品安全管理責任者業務について、「医薬品安全推進の仕組み」が確実に機能しているこ

とを実証するための取り組み（情報発信後の周知状況の確認等）を説明いただきたい。 

➢ 医療機器安全管理責任者業務について、医療機器の保守点検に関する計画の策定について改

善策を説明いただきたい。 

➢ 身体拘束最小化の取り組みに関する患者・家族への周知方法を検討いただきたい。 

2. 医療安全ラウンドのフィードバックが口頭や文書で行われているが、画像を共有する等、視覚的

なフィードバックも検討いただきたい。 

3. 3a 以下のインシデントのうち、調剤に関する報告について、発生状況の推移や改善状況等を追

加で説明いただきたい。 
 

 次回説明いただきたい事項 

1． 貴院における災害時の体制、BCP に関する運用について伺いたい。 

2． 医療安全管理部門の業務負担軽減についての取り組みについて伺いたい。 

 

 全体評価 

特定機能病院としての医療安全管理体制が十分満たされていることが、確認できた。 

以上 


